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キーワード：文字認識，グラフ理論，古文献 

１．研究計画の概要 

(1) グラフ理論を用いた一連の文字の構造情

報に関するモデル化手法を提案する． 

(2) 原文画像からつづけ字で書かれた一連の

文字のグラフを構成する技術を確立する． 

(3) 仮名の字母情報データベースを構築する． 

(4) グラフによりモデル化された仮名の構造

を用いた仮名字母変換技術を確立する． 

(5) 字母出現頻度情報データベースを構築． 

(6) 古文献の時代定位や筆者を推定する技術

の確立する． 

２．研究の進捗状況 

(1) 平成 19 年度(2007 年度） 

崩し字・つづけ字で書かれた一連の文字の構 

造を，グラフ理論を用いて表現するモデル化 

手法を以下のような手順で提案した． 

① 手書きの文字を構成する，直線・曲線等 

の筆使いの情報を抽出し，その情報に基づい 

て文字の一部分をグラフ化した． 

② ①のグラフを用いて，変体仮名辞典や代 

表的な古文献影印本に書かれている文字の一 

文字ずつの構造をグラフ化した． 

③ 一文字の画像から文字の形状を表現する 

特徴グラフを生成するアプリケーションを作

成し，実際の古文献の文字画像に適用して，

その有用性を確認した． 

(2) 平成 20 年度(2008 年度） 

① 1 文字の構造を表現する特徴グラフの生

成 

アルゴリズムを改良し，文字の形状をより厳 

密に表現できるようにした． 

② ２つの特徴グラフの類似性の尺度である 

適合度を定義し，その算出アルゴリズムを提 

案し実装した．さらに，同字種の複数文字に 

ついて適合度がどのようになるか評価実験を 

行った． 

③ 認識用辞書のスキーマを設計し，データ 

の登録，検索，変更等が行えるシステムを設 

計し，変体仮名辞典に掲載されている変体仮 

名の画像データから生成した特徴グラフとそ 

の他の文字情報を登録した． 

(3) 平成 21 年度(2009 年度） 

① 前年度までに実現してきた文字画像から 

特徴グラフを生成するプログラムの改良を行 
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い，より正確な文字の構造を表現できる特徴 

グラフを生成可能とした． 

② 認識用辞書に対して，その形式を見直す 

とともに，実際に認識実験を行うことができ 

るように多数の文字を格納するなどの処理を 

行った． 

③ 文字認識アルゴリズムとそれを採用した 

認識プログラムを改良し，認識率の評価実験 

を行った． 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている． 

（理由）古文献中の文字には異体字，字の崩

れなどの様々な特徴があり，一文字を対象と

した文字認識の精度を必要なレベルまで高め

ることに時間がかかったため． 

４．今後の研究の推進方策 

(1) 昨年度までに確立した一文字を対象とし

た文字認識技術とグラフ理論を応用して，続

け字を対象とした文字認識技術を提案する． 

(2) 年代や真偽が明らかになっている代表的

な古文献で使用されているつづけ字や崩し字

で書かれている仮名を調査することで，字母

情報データベースを充実させる． 

(3)対象とする古文献の字母情報の抽出と管

理の枠組みを検討する． 

(4) (2)と(3)の技術を前提として，古文献の時

代定位の仕組みをデータマイニングの技法を

応用して検討する． 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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